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「玩具映画プロジェクト」と題して、これまで 3年間継続した研究作業の結果、数多くの玩

具映画フィルムの収集・修復・復元を行ってきた。 3年という節目で、一旦このプロジェクト

を終了させ、成果を発表しなければならない。

まず、収集に関して、コレクターや愛好家たちから協力して戴いた玩具映画のオリジナル・

フィルムは、所有者の意思により返却しているが、寄贈された貴重なフィルム原版も、100本

近くは確保できている。（しかし、大半が劣化した破損フィルムであり、また組織破壊がはじま

っているため、今後どのように分解していくのか、長期的な観察が必要である。）

複製（DN＝デュープ・ネガ）原版は、本プロジェクトが保存することになる。（このDNが

あれば、今後必要に応じて、上映用フィルムにプリントできる）。DNを作成できた玩具映画の

内訳として、時代劇映画177本、実写映像49本、国産動画135本、海外映画（ドラマ・アニ

メを含め）65本、合計426本（別紙、資料として「玩具映画リスト」を添付、参照のこと）。

他種の映画も含まれているが、400本以上の玩具映画フィルムを復元したことになる。この中

には、日本映画史の空白を埋める重要な映像もあり、また、風俗や歴史など他分野からの研究

資料として提供でき、幅広く活用されると思うが、この玩具映画は、映画研究の未開分野であ

ったことから、公なアーカイブでも所蔵していなく、これらの収集映像は、全国で唯一、最大

のコレクションということになる。今後継続し、増やして行きたい。

これらの映画フィルムは、主に60～80年以前のナイトレート（硝酸セルローズ）・フィルム

であり、フィルム・ベースの組織破壊や、パーフォレーション（送り穴）の破損、乳剤剥離、

歪みや縮みなど専門施設での修復が要求された。このプロジェクトの結果、現像所（IMAGICA

ウエストの復元チーム）の技術が向上し、これまで収集したフィルム（確実に組織分解した

数本を除き）のほぼ全作品を復元できることになり、貴重な映像の消滅を救うことが出来た。

このプロジェクトの 1年目は、時代劇映画を中心にして復元を行い、 2年目は国産動画を中

心にしたものだった。今年は「国策映画ほか実写とニュース映像などの復元」がテーマであ
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るが、 3年目という節目にあたり、一旦、このプロジェクトの成果としてまとめるためにも、

まだ復元作業が出来ていなかった海外の映画や動画、ニュース映像も含めて、これまで収集し

たすべての玩具映画フィルムを復元するのが課題であり、これらをすべて完了することができ

た。（ただ、複製（DN）原版は、すべて復元できたものの、未整理のままであり、公開する

ところまでは至っていない。）

修復・復元作業に関しては、映像で記録し、作業工程など詳しく説明できるようにしてお

り、中間報告として、「甦る玩具映画」として、教員研究報告でも一部発表した。

これまでの最大の成果として、収集した玩具映画フィルム（約430本）のすべてを修復、復

元ができ、まずは大きな目的を達した。これには、映画コレクターと呼ばれる玩具映画の愛好

家たちや、手間のかかる破損したフィルムの修復と復元を行ってくれた IMAGICAウエスト

（現像所）のフィルム復元チームの協力がなければ、ここまでは来られなかった。特に、現像

所においては、オプチカル・プリンターのレジストレーション・ピンを外し、クロー・ピンを

研磨し、復元専用機に改造してまでの協力ぶりで、産学協同のプロジェクトとしての一つの規

範を示したことになった。多種多様と言う劣化したフィルムの修復・復元を行い、技術的にも

格段の向上が見られ、結果的には、映画復元専門のラボ（現像所）として、国立フィルムセ

ンターからも信頼される技術的な評価を得るものになった。また、新聞やテレビにも取り上げ

られ、玩具映画と本学の玩具映画プロジェクトが次第に知られるようになったのも大きな成果

の一つと言える。

今回の「国策映画ほか実写とニュース映像など」をテーマは、玩具映画が一般家庭に浸透し

た背景として、戦意高揚を煽るような内容やそれによる子供たちへの影響を見て取ることがで

き、玩具映画という断片的な映像の存在価値が浮き彫りとなってきている。今後、これらの映

像を公開するに当たり、他分野の、特に戦前戦中のプロパガンダにおける玩具映画の位置づけ

も重要なテーマとして、貴重な歴史的な映像資料となると確信している。

また、今回のプロジェクトによって収集した資料類は、玩具映画フィルム以外にもあり、フ

ィルムでは、17.5㎜という今日では規格のない日本で最古と思われるフィルム（大正 1～ 2年

のもの「明治天皇御大葬」、「嗚呼乃木将軍（葬儀）」、「祇園祭巡行」、「処女飛行」など）や昭

和11年当時の京都室町の風俗が記録したW 8フィルム 8巻、「軍国の母」などの16㎜の文化

映画など、貴重な映像も集まり、また、機材関係では、35㎜の手回し映写機（サイレント用

に改造したもの）やW 8、16㎜映写機、また35㎜ブリキ製玩具映写機も収集できている。今

後も、玩具映画プロジェクトへの理解によって、フィルムや映画関連の資料も集まってくる可

能性があり、このプロジェクトの継続性が重要である。

今後、収集し、修復・復元した映像の公開や、機材資料類の展示などが要求されることにな

るが、映像類に関しては、DVDなどで手軽に鑑賞していただく方法を模索し、他分野の研究者

にも、研究資料として提供して行きたい。

また、内外の映画祭での公開もあり、これらの玩具映画の保存と活用が、次回からの大きな

テーマとなり、継続したプロジェクトとして、定着させたいと考えている。
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